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「クシユクイ」とは、腰ゆくい＝腰をゆっくりさせる、という意味で

昔の沖縄の田畑のある地域ではどこでも行われていた季節祭事です。

農業の仕事が一段落し無事収穫も終わったから皆様お疲れ様でした、共に遊びましょう、という労いの意味があります。

現在では北部の一部の地域にその名残がみられ、年に１度の地域間世代間交流の行事となっております。

教職という大きな仕事を終えて次への新たな収穫の活力を得るために

自然と共生し利用者が心から安らげるように、クシユクイ的な空間提案を目指しました。

■ 集い、学び、会議しながら交歓する会館として

○ 駐車場を地下に納め既存庭に加え新たに南側に大きな庭空間を新設することで緑豊かな憩いの場、屋外レクも行える集いの場を確保しました。

○ 涼を感じさせる水盤（雨水利用）、腰を休める大きな庇の半戸外空間、そしてその先の緑豊かな広場。利用者だけでなく国際通りからの散策者も含めて人を

　虜み緑あふれる自然と共生し人の集まる施設を目指しました。

○ 食堂階を地上階に設置し外部と繋げることで半戸外アプローチや新設庭を観念的な空間ではなく実質的な有効利用を可能にしています。

○ 食堂への材料搬入経路を考慮し人荷用 EV は一般用 EV と分離し大ホール・会議室への配膳も容易に行えるように計画しています。

■ 広く開かれた会館として

○  地域や周辺とのつながりを考慮してアプローチを路地（全面道路）へ開き低層階とすることで圧迫感のない街並景観（タウンスケープ）に配慮しています。

○ 構造計算時の重要度係数を 1.25 とし災害に強い施設とし日常は憩いの場としての庭は災害時には防災緑地広場となる計画をしています。

■ 生涯福祉の拠点として

○ 高齢者や身障者利用を考慮し全フロア及び全広場バリアフリーアクセスとなっています。

○ 利用者の心理的負担を軽減するための配慮として待ち時間に利用できる屋外テラスを執務階に設置。

  プライバシー性の求められる部屋は最上階奥へ配置しています。

○ 業務が円滑に行われるために事務所を同一階に配置し各部門の仕切りをとり外しフレキシブルな間取り構成を採用しています。

○ 維持管理を考慮して水廻りや EV 等設備機械を北西にコンパクトに配置しています。

○ 省エネ対策として、屋上緑化と太陽光パネルを採用。自然の風を得るために南側を最大限に開き西日を遮るルーバー壁を設置しました。

  屋内間仕切もルーバー形状とし建物に自然の風が抜ける工夫をしています。

最後に

　戦後の沖縄の建物はコンクリート造とともに歩んで参りました。固有の風土や自然文化を現代の普遍的な素材や技術に取込む努力を引き続き継承してゆきた

いと考えています。
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